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２ 研修プログラム 

  新時代に対応した高等学校改革（創造的教育方法実践プログラム）の一環として，高

知市の中核市研修として位置づけた高知市立高等学校教職員研修を見直した。デジタ

ル技術による産業構造の変化に適応できる人材の輩出により，選ばれる学校として存

続していくための施策を提案できる教職員の育成について模索した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【強み】 

・ 高知市の中核市研修として位置づけた高知市立高等学校教職員研修を年４回実施。悉

皆研修の受講者は62名。１回の研修時間は約３時間。定時制合同で行う回もある。 

 ・ 市立１校の高校であり，人事異動が少なく継続した取組に強い。 

・ これまでは講義によるインプットの時間が多く，専門性の高い講師の講義内容に受講

者の満足度評価も，受講内容の活用率も高い傾向が続いている。 

・ 全国の商業高等学校においても，全国商業高等学校協会主催の検定の実績や，国公立

大学受験に挑戦している生徒数・合格者数が評価されている。 

・ 高校入試において県下志願者数10年連続１位と，中学生に選ばれる学校として存在で

きている。 

【課題】 

・ 50代後半から60代の退職を控えたベテラン教職員のスキル継承は急務。 

・ 採用から退職まで同僚として過ごすため，家族的で友好的である反面，校内人間関係

が硬直しやすい。 

・ 教職員研修のゴール設定について受講者から，「研修による新たな知見を得て，各自

で取り入れることで良いのか，それとも新たな学校の取組として位置づけ，全教職員で

取り組むことが求められているのか」といった意見が出ている。 

・ 高知市の子どもの数が減少し，伝統ある県立学校，中高一貫の私立学校でも生徒の確

保が年々困難になってきており，本校もその影響を受けることは免れない。 

 ・ 高知市の未来を担う人材育成をめざしているが，地域，地元企業，自治体，高知市教

育委員会と未来のまちづくりにつながる視点での連携には至っていないと感じる。  
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【令和４年度から令和６年度】 

「創造性」や「探究性」につながる研修の流れは次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，令和６年度の研修内容を受講者の目線で振り返ると次のような様子であった。 

 

【令和６年度】 

どの教職員も生徒も，学校という組織もPower upするために，「対話」を取り入れた研修

により，新しいことを「やってみよう」，これまでの当たり前を今一度見直して「変えてみ

よう」といった「創造性」を発揮できる教職員集団をめざそうと，身近な気付きや不満を課

題と捉え，アイデアを出し合い提案に換えていく年４回構成の研修を実施した。 
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▼市商power up contest ポスター 

 

▼教職員全員が一人１枚ずつ作成した市商power up アイデアシート62枚 

  



69 
 

▲全日制Ⅰ研修における教職員の様子 

▲研修の記録の記述内容をNapkin.aiで図解化 
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【全日制Ⅱの研修の記録より】 

〇 今回の研修で，講師中川様の「変化をチャンスに！」という言葉が非常に強く心に残り

ました。教育現場に限らず，変化の激しい毎日についてくだけで必死ですが，チャンスの

機会と捉えられる心の余裕や遊び心も必要だと実感しました。デジタル時代に求められ

る力「気づく力」「感じる力」「考える力」「判断する力」は，新学期にさっそく，３年生

たちに向かって伝えたいと考えます。受験する生徒たちに，ICT教育などの最先端の授業

や取り組みを通して，どんな力をつけなければならないかという点を問うてもいきたい

と思います。研修も書く振り返りから入力する振り返りへ。授業も板書からプロジェクタ

ーに写す授業へ。変化は気づかないうちにどんどん進んでいます。変化に柔軟に対応でき

るように，自分自身も４つの力をしっかり養っていきたいです。 

〇 JTECの内藤様・吉岡様のお話を聴いて，発展途上国のデジタルデバイドの解消に向けた

人材育成プロジェクトを実現するためには，研修→共同研究→基礎調査→パイロットプ

ロジェクト→普及実証といったプロセスを踏むことの大切さを再確認できた。 

また，どのようなデジタル分野の課題を解消したいのか課題を絞り込む力が求められ

る。ラオス学校建設活動の推進においても取り組む内容を「定義」したり，誰にどうなっ

てほしいのかを明確にしプロジェクトを推進したい。 

〇 教員が世界に目を向けることで，生徒の視座も高くなり，発想力や想像力もより良い

ものになると感じた研修であった。高知市立一校・高知県・四国と孤立した島にいる私

たちももっと外を見て，世界を見て，ビジネスを創りあげていかなければならない。未

来を担う生徒にはその力をつ

けていく必要があるし，その

育成のために私たち教員は勉

強，挑戦し続けなければなら

ない。一大イベントである文

化祭も校内での販売活動を目

指していてはいけない，うち

うちだけの活動になってしま

ってはいけない。学校行事も

イチから見直す必要があるの

ではないか。本日の話を聞い

て，総合マネジメント科はビ

ジネスプランの作り方を変え

ていけると思ったし，情報マ

ネジメント科やラオス学校建

設活動はデジタルデバイドに

ついて考えることもできると

思った。世界を知ることで，

自分たちの活動も変わってく

るということを念頭に置いて         

指導していきたいと思う。 ▲研修の記録の記述内容をNapkin.aiで図解化 
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【市商power up contest最終発表資料】 

本校は創立126年，昭和45年の大谷校舎移転から50年以上が経過し，校舎・施設設備の老

朽化が目立ち，修繕が必要な箇所も多いことから，「施設というハード面の見直し」「提供

できるソフトの内容」「社会の変化に対応した新しい価値の提供」といった視点のアイデア

が多く見られた。リーダーのプロジェクトに賛同する教職員を募る形で，A～Fの６チーム

を編成した。アイデアを具現化するために協力者を巻き込むことは大人でも難しい。 

Aチーム 市商生の「食」を育む「おにぎり」プロジェクト 

  放課後も部活動や検定や委員会活動にと，頑張る生徒の「食」をサポートしたいとの想

いから， 生徒アンケートをもとに食堂への提案も視野に両者のWINを探ってみた。 
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Bチーム KOCHI CITY CLUB 

 高知市に総合型地域スポーツクラブの法人化を進めること，高知商業高校をそのスポ

ーツ拠点として整備することにより，地域スポーツコミュニティができ，学生や社会人選

手の競技力向上にもつながり，高知市民の避難所としても機能できるのではないか。 
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Cチーム 週４プロジェクト 

 高知商業教職員が，健康にイキイキと生徒の成長に関わり，質の良い授業を提供し続け

るには，少し工夫がいるのではないだろうか。今の私たちの生活を充実させることで， 教

職のやりがいや高知商業の魅力が向上するのではないだろうか。 
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Dチーム 地域を巻き込むウェルビーイング探究学習 ～市商で全員“郷育”～ 

  （詳細は次頁の補足資料） 
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Dチーム 補足資料 
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Eチーム つなぎつながる高知の未来プロジェクト こうち共創Link 

 持続可能なまちづくりと人材育成に向け，産官学が一体となった環境づくりの実現 

現在高知商業高等学校では，各科コースのテーマをもとに年間いくつものプロジェクト

が同時進行していく。生徒の「やってみたい」を教職員だけでサポートするには「限界が

ある」。校友会（卒業生組織）や外部講師，外部協力企業・団体など，学校に関わるネッ

トワークを「見える化」することができれば，情報管理，人脈の効率化，関係性の維持，

コラボレーションの促進，戦略的分析にも生かせるのではないだろうか。 
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Fチーム デジタル共生プロジェクト 

 市商マネジメント力のなかの一つに，ICT活用力がある。スポーツ分野で実践的な活用

を推進するとしたら…データ分析やアナリスト養成，アーカイブ化などはどうだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



78 

 

▲全日制Ⅳ研修における教職員の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全日制Ⅳの研修の記録より】 

〇 全員が，人任せでなく，自

分はこれに取り組みたい，と

いうIメッセージを持って企

画していく力を持つ。生き生

きとした姿を生徒に見せる

安定感を成長させていく。 

 〇 目指す学校の姿を実現す

るためには，学校の目指す姿 

のために，教職員一人ひとり何ができるか，それは生徒の成長につながっているかを考

えることが最も重要であると考えている。 

 〇 社会の最新情報を仕入れ続けること，目の前の生徒と向き合うこと，そしてその上

で教育を考えることだと思う。そして本日の研修を聞きながら，「もっと面白くしてや

ろう」という遊び心，好奇心が重要だと感じた。生徒も教員も楽しければ自走してい

くはずである。そういう場をどうやって生み出すか考えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験的な場面や対話的な場面を設けた次年度研修，ワクワクする市商を，全員で！ 

▼ 研修の記録の記述内容をNapkin.aiで図解化 



79 

 

３ ふるさと納税に係る調査・研究 

⑴ 高知市財産政策課への聴き取り 

    日  時： 令和６年３月 26日（火）15：30～16：30 

        場  所： 高知市役所 本庁舎 

        対応者： 高知市財務部 財産政策課 ふるさと納税担当係長 

                高知市財務部 財産政策課 主査     計２名 

        訪問者： 高知市財務部 資産税課 課長（4/1～事務長） 

高知商業高等学校 研修主任（4/1～主幹教諭） 計２名 

    内  容： 企業版ふるさと納税制度のしくみについて 

            ・  ふるさと納税には，ガバメント型クラウドファンディング，個人型クラウドファ

ンディング，企業版ふるさと納税などがある。 

            ・  企業版ふるさと納税は，総務省が認定した自治体の事業に対し，企業が

寄附を行った場合に，法人関係税から税額控除する仕組みである。 

            ・  本市は「高知市まち・ひと・しごと創生総合戦略」が該当する。 

・  高知商業は「高知市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目標２ 新し

い人の流れをつくる，⑧ 若者の地元定着の促進，⑧－２ 高知商業高等学

校の教育の充実と明記されており，企業版ふるさと納税を活用する対象とし

て該当する。 

・  ⑧－２ 高知商業高等学校の教育の充実の【主な事業】としては，部活動

等推進事業（ラオス学校建設活動，市商祭へ GO，地元企業との商品共同

開発 等）と記載している。 

・  本校が計画する事業内容については，政策企画課に提案した後，審査に

より新規事業又は継続事業として判断される。  
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⑵ 高知県教育委員会事務局 私学・大学支援課及び高等学校課への聴き取り 

    日  時： 令和６年５月 31日（金）９：30～10：30 

        場  所： 高知県庁 西庁舎 

        対応者： 私学・大学支援課 チーフ（私学支援担当），主事 

高等学校課 チーフ（総務担当），主幹     計４名 

        訪問者： 高知商業高等学校 事務長，主幹教諭     計２名 

    内  容： ふるさと納税を活用した学校支援制度について 

 ・  県議会６月補正にて承認されれば実施となる。 

・  高等学校課が県立学校（中学校・高等学校・特別支援学校）に対して示

している「令和６年度 高知県プロジェクト型ふるさと母校応援事業募集要

項」（A4両面印刷８頁）をもとに説明いただく。 

                ・  趣旨は教育環境の充実や学校の魅力化に資する取組の促進。 

 ・  特徴はふるさと納税活用により全国から寄付を募ることが可能。 

 ・  対象となる活動例は，海外訪問費・備品購入費・修繕費など。 

 ・  県立学校からいくつかの事業計画の提出があるが，１校につき１プロジェ

クトなどの制限については今後検討される。 

 ・  私立学校（県内 12 校）のうち，５校から提出される予定である。今年度は

支援制度実施初年度であることもあり，準備が間に合わず様子を見ている

学校もあるが，各学校が予算を獲得していく流れは今後も進むと考えられる。 

         ・  県の役割は，事業計画の審査（趣旨，対象経費の妥当性）と自治体が関

わることにより，ふるさと納税制度の活用が可能となることにある。県は自治

体の予算を使用せずに，学校の経済的な支援ができることがメリットである。 

         ・  このクラウドファンディングは，目標金額に達しなければ寄付金を受け取る

ことのできない「All or Nothing型」である。 

・  事業規模は，下限額 50 万円～上限額 200 万円を想定し，目標を超える

寄附があった場合は，学校が変更計画を提出する。 

         ・  いただいた寄付は年度内に執行（全額活用）する。 

         ・  クラウドファンディングの募集期間は 10～59 日間で設定するが，募集期

間の終期の最終期限は 12月 15日までとする。 

         ・  県からの返礼品はなく，学校から対価性の低いインセンティブ（お礼の手

紙，感謝状等の送付や学校のホームページに実施した事業を掲載すること）

を設定することは禁止しない。 

         ・  クラウドファンディング事業者は県外（東京）の企業を予定している。 

         ・  県立学校から高等学校課に提出する書類は以下の２種類。 

        （様式１）令和６年度高知県プロジェクト型ふるさと母校応援事業 事業計画（新規・変更）  

        （様式２）令和６年度高知県プロジェクト型ふるさと母校応援事業 実績報告書  
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⑶ 全国で企業版ふるさと納税に取組む学校に関する新聞記事 

（オーテピア高知図書館データベース 朝日新聞クロスサーチによる検索） 

● タブレット授業に配慮，机の面積を広々１．２倍 館山の４小中学校で導入 ／

千葉県 2022 年 09 月 24 日 朝刊 ちば首都圏・１地方 027 ページ 00407 文字 写真図表有 

● 神山まるごと高専，来春開校 起業家精神育成へ 文科省審議会，設置認める答

申／徳島県 2022 年 09 月 01 日 朝刊 徳島全県・１地方 019 ページ , 01195 文字 

● 音楽は平等だ，ベネズエラ発「エル・システマ」大阪に拠点 公立校に無償で楽

器提供・プロのオケ指導／大阪府 2022 年 05 月 26 日 夕刊 １総合 01 ページ , 01926 文字 

● 学校施設，木が育む 地元産材で金城中改修 浜田 ／島根県 

2021 年 06 月 03 日 朝刊 島根・１地方 017 ページ 00639 文字 写真図表有 

● 企業版ふるさと納税を募集 高野町，学び交流拠点整備に ／和歌山県 

2021 年 04 月 14 日 朝刊 和歌山全県・１地方 023 ページ , 00451 文字 

● 夕張高，魅力アップ始動 学習支援へ公設塾・英会話の一貫教育 ／北海道 

2018 年 04 月 24 日 朝刊 北海道総合 032 ページ 01236 文字 

● 英会話一貫教育，夕張高元気に 小学校からオンラインでマンツーマン指導 ／

北海道 2017 年 09 月 06 日 朝刊 北海道総合 030 ページ 00868 文字 写真図表有 

 

⑷ インターネットによる検索 

文部科学省ウェブ・サイト＞ふるさと納税を活用した自治体・学校法人の取組事例集 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shiritsu/furusato_00002.html 

内閣府地方創生推進事務局＞企業版ふるさと納税対象事業（キーワード別） 

https://www.chisou.go.jp/tiiki/kigyou_furusato/search_index.html 

内閣府地方創生推進事務局＞企業版ふるさと納税ポータルサイト 

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/kigyou_furusato.html 

内閣府地方創生推進事務局＞地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）の対象事業の認定について  

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/pdf/h301109press.pdf 

内閣府地方創生推進事務局＞公表資料＞令和４年度寄附実績一覧（PDF／1,719KB） 

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/pdf/R04zisseki_itiran.pdf 

  内閣府地方創生推進事務局＞自治体の事業の認定は 

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/kigyou_furusato.html 

内閣府地方創生推進事務局＞各事業の内容や，応募方法は＞分野別の寄附募集事業 

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/sp_kifu/index.html 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shiritsu/furusato_00002.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kigyou_furusato/search_index.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/kigyou_furusato.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/pdf/h301109press.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/pdf/R04zisseki_itiran.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/kigyou_furusato.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/portal/sp_kifu/index.html
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⑸ 高知市財産政策課との協議 

    日  時： 令和６年６月 26日（水）９：00～10：00 

        場  所： 高知市役所 本庁舎 

        対応者： 高知市財産政策課 課長，室長，係長，主査    計４名 

        訪問者： 高知商業高等学校 事務長，主幹教諭        計２名 

    内  容： ふるさと納税を活用した学校支援制度の高知商業版について 

・   ３月末に制度の仕組みについてお話を聞かせていただいており，今回は

その後の協議をお願いする。 

                ・   「令和６年３月 26 日の高知市財産政策課への聴き取り」と「令和６年５

月 31 日の高知県教育委員会事務局 私学・大学支援課及び高等学校課

への聴き取り」の内容について情報共有する。 

・   資料として「新時代に対応した高等学校改革推進事業（創造的教育方

法実践プログラム）」の令和４年度と令和５年度の事業報告書及びスクール

ガイドを持参する。ふるさと納税の支援者に，生徒の活動の様子を冊子等で

知らせることは，生徒の生き生きとした活動の様子や，成長の様子が伝わっ

てくる寄付者に喜ばれるフォロー及びプロジェクトに係る広報になり得る。自

身の寄付がどのように役立ったのかを実感できるのではないだろうか。 

               ・   ふるさと納税を活用した学校支援制度の高知商業版について事業計画

（案）をもとに説明し，財産政策課よりご助言をいただく。 

                ・   事業目的は高知商業高等学校教育の充実であり，高知市の活性化や地

方創生といった方向性とも合致している。 

         ・   事業内容は高知と社会に貢献する人材を育成するための教育活動の充

実で良い。企業・外部講師との連携による体験的な学びの実施や企業と連

携した高知市を盛り上げる商業の学びを活用した取組はイメージしやすい。 

・   ふるさと納税の活用により全国から寄付を募ることが可能。 

・   企業版とクラウドファンディング型の併用も考えられる。 

・   企業版は決裁権がある企業のトップに決断してもらう必要がある。高知商

業全体への継続的な支援として企業版は合う。高知市に拠点がある企業が

対象から除かれるのは厳しいのでは。 

・   クラウドファンディング型は募集期間が 90 日という制約がある。（例えば

スーパー戦隊デカレンジャーでは）明確な支援を募り，短期間で目標を達成

し金額を引き上げたが，目標金額に達した時点で募集を打ち切るという方

法も選べる。企業版ふるさと納税に比べ，クラウドファンディングは個人が少

額から寄付できるため支援しやすいという利点がある。 

・   政策企画課に本事業の新規性の可否について判断を仰いでみてはどう

か。それにより，新規と判断されるとふるさと納税を導入できる。 

・   企業版ふるさと納税の税制優遇措置は令和６年度まで。令和７年度まで

に延長されるか否かで集まる寄付金額に影響がある。 

・   財産政策課としても相談や広報等協力していく。 
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⑹ 高知市教育長への進捗報告 

       日  時： 令和６年７月５日（金）10：00～10：30 

       場  所： 高知市たかじょう庁舎 

       対応者： 教育長，両教育次長，学校教育課 指導主事  計４名 

       訪問者： 高知商業高等学校 事務長，主幹教諭     計２名 

   内  容： ①  ふるさと納税を活用した学校支援制度の高知商業版について 

           ②  高知市観光魅力創造課から提案があった龍馬生誕 190 年記念事業に

係るプロジェクションマッピング企画について 

 

⑺ 高知市政策企画課との協議 

    日  時： 令和６年７月 29日（月）10：00～10：30 

    場  所： 高知市役所 本庁舎 

    対応者： 室長，地方創生・れんけいこうち広域都市圏推進担   計２名 

    訪問者： 高知商業高等学校 事務長，主幹教諭             計２名 

   内  容： ①  ふるさと納税の新規性の判断や起算日等の情報提供 

       ②  今後の動きについて確認 

       ③  高知商業に寄附をしたいという希望を持った企業を具体化 

 

⑻ 県立高校（高知県ふるさと母校応援制度）の取組状況調査 

       日    時： 令和７年１月 27日（月） 

  問合方法： メール 

対 応 者： 高知県教育委員会事務局高等学校課  総務担当 

  質 問 者： 高知商業高等学校 主幹教諭 

  質問事項： ①  県立高等学校のうち，何校から申請があり 

②  いくつのプロジェクトが採択され 

③  その取り組みの具体的な内容はどのようなものか 

  回    答：  今年度の県立学校については 高等学校６校，計７プロジェクト  

特別支援学校１校，計１プロジェクトの申請があり，全てクラウドファンディング

（READY FOR株式会社）を実施しました。  

各校のプロジェクトについては，下の県 HPからご確認ください。 

            https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2024071200099/  

  掲載内容：  窪川高等学校―オープンカフェプロジェクト（未達成） 

       高知小津高等学校―ライフル部強靭化プロジェクト（未達成） 

       高知東工業高等学校―韓国柳韓工業高等学校と国際交流（未達成） 

       四万十高等学校―ソフトボール部入学者・部員増を目指す（成立） 

       宿毛高等学校―早稲田大学派遣事業（未達成） 

       宿毛高等学校―相撲部名門復活へ（未達成） 

       中村高等学校―陸上部目指せ全国！目指せ世界！（未達成） 

       盲学校―未来の子どもたちを育成・応援したい（未達成） 

       そ の 他：私立学校４校，計６プロジェクトは全て達成（成立） 
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４ 外部機関等との連携 

⑴ 福岡県立糸島高等学校との情報交換 

    日  時： 令和６年７月 24日（水）９：30～12：30 

  場  所： 高知商業高等学校 校長室 

  訪 問 者： 福岡県立糸島高等学校 研究開発課長 佐々木 修一郎 様 

  日  程： ９：30～    来校 

               本校の資料冊子等お渡し 

               学校長あいさつ 

               学校紹介動画 

          ～12：30 意見交換 
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⑵ 令和６年度「新時代に対応した高等学校改革推進事業」創造的教育方法実践プロ

グラム 九州・四国の研究指定校オンライン交流会 

    日  時： 令和６年９月３日（火）14：00～16：00 

    形  式： オンライン（Google Meet） 

※ ホスト校は福岡県立糸島高等学校 

    参 加 者： 11名 

（学校名五十音順） 

福岡県立糸島高等学校 副校長 井上  功一 様 

  研修開発課長 教諭 佐々木 修一郎 様 

   研究開発課 教諭 天本  美穂 様               

           佐賀県立伊万里実業高等学校 主幹教諭 山﨑  俊明 様 

コーディネータ・外部講師 坂口  憲一 様 

           宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校 研究調査部主任／教育 DX推進チーム 教諭 上田  聖矢 様 

教務主任 教諭 猿渡  康介 様 

研究調査部 教諭 鈴木  圭介 様 

コーディネータ 吉村   優 様     

熊本県立人吉高等学校 教諭 岩屋 龍太郎 様 

高知商業高等学校 主幹教諭 三嶋  香世 

会 次 第：⑴ 自己紹介 

⑵ 各学校の取り組み紹介（各学校10分程度） 

⑶ 意見交流（各学校の取組に対する質疑応答や相談など） 

概  要：①  本事業終了後，何を残して何を残さないのか，各校の取組に違い

があるなかハード面・ソフト面で残っていくと考えられるものにつ

いて意見交換を行った。 

② 文理融合，STEAM 教育についてホスト校から問いがあり，探究

を深めている五ヶ瀬中等教育学校からは生徒に自由に選択させる柔

軟性は持たせつつ，教職員の人数や時間割等可能な範囲内で実施し

ていると情報提供いただいた。 

③ コーディネータとの連携を含め各校の実施体制やコーディネー

タ配置に係る予算の確保について共有した。 
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⑶ 渋谷区産業観光文化部産業観光課との連携１ 

日  時： 令和６年９月 25日（水）14：00～14：30 

    場  所： 渋谷区役所８階 802会議室 

    参 加 者： ４名 

          渋谷区産業観光文化部 産業観光課長 加藤 博是 様 

               産業観光課 観光振興主査 鈴木 七瀬 様 

          高 知 商 業 高 等 学 校 主幹教諭 三嶋 香世                                

ライセンスコース長 教諭 山岡 純平 

    概  要：⑴ 自己紹介 

⑵ 本校ライセンスコースの取り組み紹介（５分程度） 

⑶ 修学旅行（東京企業研修）に係るご相談（〇高知市，●渋谷区） 

〇 11月14日班別企業研修を実施。生徒は18班（１班５～６名）

に分かれ，各班午前１社・午後１社を訪問予定。 

〇 世の中の困りごとの解決に取り組まれている経営者やクリエイ

ターの方に企業訪問の受け入れをご依頼できないか。 

● 渋谷区グローバル拠点都市推進課（スタートアップ企業を支

援している部署）に相談してご連絡くださるとのこと。 

● 10月２日渋谷区よりメールあり，企業訪問を前向きに検討いた

だける起業家の方とオンラインでの打合せを提案していただく。 
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⑷ 令和６年度「新時代に対応した高等学校改革推進事業」指定校発表会 

    日  時： 令和６年９月 25日（木）10：00～16：00 

場  所： 文部科学省 旧文部省庁舎６階第２講堂（東京都千代田区霞が関３-２-２）  

参 加 者： ３名 

          高知商業高等学校 主幹教諭 三嶋 香世 

ライセンスコース長 教諭 山岡 純平 

           情報マネジメント科 教諭 川﨑  愛 

  

    会 次 第：⑴ 事例発表 

① 学校法人信愛学園 浜松学芸高等学校（静岡県） 

② 和歌山県立串本古座高等学校 

③ 広島市立美鈴が丘高等学校 

④ 鹿児島県立種子島中央高等学校 

⑵ グループディスカッション 

 ① 探究的な学びの充実に向けた取組について 

② 指定終了後の取組継続や関係機関等との連絡協力体制維持について 

⑶ 参加者交流会（各学校の取組に対する質疑応答や相談など） 

 

    報告事項： 令和４年度普通科改変支援事業指定校から 19 校，令和５年度同指

定校から９校，令和６年度同指定校から７校，創造的教育方法実践プ

ログラム指定校は本校を含め３校，計 38 校に関わる管理機関・指定

校の教職員・コーディネータ 98 名が参加するなか，４校の事例発表

と２つのテーマをもとにグループディスカッションで協議を行った。 

 

各校ともに「探究コース」や「探究科」の新設や学科改編などだけ

ではなく，そこで育成する生徒像に合わせた高校入試改革（最高得点

教科の検査点を４倍とする傾斜配点を取り入れ，さらに学力検査・調

査書重視から「自己表現」を重視した配点に変更する。特色化選抜入

試としてコミュニケーション重視型選抜や評定重視型選抜を取り入れ

るなど）も併せて実施をされている学校があることがわかった。 

 

また，各校の実践で整理されていた主な内容は次の通りである。 

・ 新しいことに取組むには小さくスタートすること。 

・ 校内で取組を進めるにあたっては属人化させずスタッフ（チーム

担任制）で協働しやすい環境（授業コマ内にミーティングの時間を

確保，職員室の環境整備による共有機会の創出，アクティブラーニ

ングに適した ICT環境と教室の整備）をつくること。 

・ 校内での共有は会議だけではなく，教員研修を目的として実施す

ること。 

・ ３年間の系統的な学びを構築すること。 
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・ 評価については「Ai GROW」「高校魅力化評価システム」や相互

ルーブリック（自己評価と他者評価）などにより非認知能力の伸長

を見取れるように工夫し，実施評価を生徒個人が自己成長の機会に

結び付けるよう三者面談等で保護者と生徒にフィードバックを行う

こと。 

・ 探究創造の時間の確保としては，金曜日の午後と隔週土曜日の午

前などまとまった時間を設定し，全ての教職員が教科外のリソース

を活用しゼミを担当する。 

・ 探究活動とつながる修学旅行テーマは「地方における観光のメ

リットとデメリット」とし事前学習は極限まで実施せず，現地での

フィールドワークでの気づきから調査結果をまとめる事後学習（レ

ポート作成等）を重視する。 

・ 生徒個別の「マイストーリー」構築のため学校全体でプログラム

化した支援が重要。 

・ 「探究」中心の学校づくりをするにあたっては，教科授業は原則

標準単位にし，余白を生み生徒に選択の余地を与える。 

 

出張者の意見等：〇 事例発表では浜松学芸高等学校の取組が印象的だった。探究学習

では 60 名以上になると活動支援が困難になるため，科学情報と地

域創造の２クラスに絞っていた。また探究にもステップがあるとい

うことで，段階的なプロジェクトを構成できていた。 

評価システムとして多くの学校が取り組んでいたのは生徒の思

考力をスコア化する「Ai GROW」である。本校では評価の部分がま

だまだ開発途上であると感じている。他校の先行事例を参考に，ど

のように測るかを考えていきたい。 

グループディスカッションで話題にあがったのは，「生徒の本当

の主体性をどのように引き出すか」であった。ほとんどの学校が１

年次にグループプロジェクトを行い，２年次以降はすべて個人プロ

ジェクトへと切り替えて詰めていく手段を選んでいた。さらに，教

員を専門分野に分け，ゼミナール形式で授業を行っていた。教員の

生徒への寄り添い方も「応援型」や「助言型」，「併走型」など，生

徒が教員を選べるような仕組みを考えている学校もあった。 

ライセンスコースとして，規模の大きい状況で質を向上させてい

くという最大の課題があるので，さらなる工夫のために大変参考に

なった。 

        〇 普通科でも高校改革が進んでいく中で，専門高校としてどのよう

に授業改革を行っていくか真剣に議論し実践していかなければな

らないと危機感も感じた。 

          各学校の取組を聴く中で本校に足りないものは，教員がチームで

授業を創っていくことであると感じた。学科コースごとに授業展開
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⑸ 『人吉・球磨ライジング構想』発表会及び報告会  

    日  時： 令和６年 11月８日（金）９：00～16：00（８：30～受付） 

会  場： 熊本県立人吉高等学校（熊本県人吉市北泉田町 350番地） 

参 加 者： １名 

          高知商業高等学校 教諭 楠瀬 教仁 

 

    会 次 第：⑴ 発表会 

【第一部 教 室 発 表】  ９：00～９：40 各教室 

【第二部 ステージ発表】 10：00～12：30 第一体育館 

⑵ 報告会 

【第三部 事業報告会】 13：30～16：00 視聴覚室 

 

   報告事項： 人吉高校は本校と同じく令和４年度から文部科学省の新時代に対応

した高等学校改革推進事業の研究指定を受け，今年度が指定の最終年

度で中間発表・報告会が実施された。探究活動を１・２年生のプロジェ

クトで行っており，第一部では各教室でテーマごとに分かれ，発表を

行った。第二部では，２年生から選抜された５グループが体育館で来

賓，コーディネータ，全校生徒の前で発表を行い，聴講の生徒から質

問が多く，発表内容を良くするための意見が飛び交っており，学校全

体として探究活動が浸透していることが分かった。 

第三部 事業報告会の内容は次の通りである。 

人吉・球磨は，九州山地の盆地に位置し，人口減や地域の活性化等

の課題に直面している。さらに令和２年７月豪雨で甚大な被害を受け

た。本構想では，地域課題の解決に向けた探究活動等において，大学

や研究機関，企業等との連携に向けた新たな教育資源の確保に関する

研究をし，有効な教育方法の開発を行うことを目的としている。１年

目は試行錯誤しながら，インプットに重点を置き，コンソーシアム委

員や地域の方の講演活動を中心に行った。２年目は，１年目の反省を

生かし，地域外フィールドワークの計画を立て，活動の幅を拡げていっ

た。特にコーディネータの活用では学校のニーズに見合った外部人材

の発掘，依頼，連絡調整等のコーディネータ本来の業務のみならず，

週１回来校し，授業にも入ってもらい，総合的な探究の時間の内容を

外部の視点で評価してもらい，それが改善につながり，新たな取組の

アイディアのもとになっている。研究活動として，熊本県立大学のオ

ンライン特別講座「球磨川流域圏バーチャルキャンパス」を活用して

おり，１年次に受講し，流域圏の文化・歴史・環境など幅広いテーマ

から地域の魅力や課題を学ぶことができ，人吉・球磨地域を学術的に

研究する価値のある地域であるという気づきを与える契機となってい

る一方で，各自が自宅等で受講するため，生徒の負担感の懸念や意欲

的に取り組む生徒と受け身で受講している生徒の差が大きく感じられ
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ることが課題である。探究活動の進捗状況の把握や生徒との対話のた

めに１年次から担任・副担任との数回の面談を行い，内容のブラシュ

アップおよび発表時の相互評価は，２年次でのテーマ別探究活動の前

段階として有効である。 

出張者の意見等： 普通科高校が創造的教育方法実践プログラム指定校として活動してお

り，カリキュラムの関係で週１回の総合的な探究の時間のみで実践をし

ている環境にあるが，生徒たちの発表は内容に対して，自分の言葉で話

しており，世界の津波サミットに参加したグループは英語で発表するな

ど，大人たちの指示で実践しているのではなく，生徒自身が主体的に学

ぶことができていると感じた。また，探究活動の手引書を作成し，イン

タビュー調査・取材の方法・アポの取り方など探究活動のルールが校内

で明確になっていることや生徒との担任・副担任との面談を年に３～４

回行っており，生徒に寄り添いながら，生徒と一緒に探究活動をしてい

る。 

今後の課題として，本校でも生徒との面談を数回行い，教職員がとも

に探究活動ができるようにしていくなど，探究活動の時の環境を整えて

いく，教職員の在り方を見直す必要性があると感じた。 
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⑹ 渋谷区産業観光文化部産業観光課との連携２ 

   ① 総合マネジメント科ライセンスコース２年生修学旅行における渋谷区企業訪問 

  日 時： 令和６年 11月 14日（木）10:00～11:00 

     場 所： 渋谷ブリッジセミナールーム 

     訪問先： 株式会社 NIJIN 代表取締役 星野 達郎 様 

渋谷区産業観光文化部 主任 中屋  力 様 

     参加者： 高知商業高等学校  教諭 山岡 純平 

総合マネジメント科ライセンスコース２年生 生徒 12名 

概 要：〇 アントレプレナーシップ教育の一環で，東京の企業を訪問し，事

業内容や企業理念，キャリアについてお話を伺うことを目的に実施。

渋谷区のご紹介により（株）NIJIN様をご訪問させていただく。 

〇 訪問では自己紹介と事業の概要説明と，メタバース空間授業体験，

生徒からの質問や感想に対する応答を行っていただいた。（株）

NIJINは「教育から国を照らす」を理念に掲げ，日本の教育課題を

根本から解決することを目指す教育企業である。不登校の子どもた

ちのためのオルタナティブスクールとして，メタバース空間を校舎

とし，日本全国の子どもたちがオンラインで学ぶことができる。 

〇 事業の概要説明では，生徒たちも真剣にメモを取りながら食い入

るように説明を聞いていた。特に，不登校生徒に問題があるのでは

なく，その生徒がおかれている環境や制度に問題があるのではない

かという部分に強く共感をしていた。 

〇 メタバース空間授業体験では，実際にメタバース空間にアバター

を作成し入室させていただいた。登校している空間上の子どもたち

ともカメラを使って交流し，会話を楽しむことができた。本校生徒

からの感想では，「辛い思いをしているはずなのに，楽しそうに体

育をやっていて驚いた。」「私の親戚の不登校になっている子ども

に教えてあげたい。」「自分も過去に辛い思いをしていたので，学

校に行けない人の気持ちが分かるからこそ，自分の個性を出せると

ころが良い」等，自分自身の過去と照らし合わせた生徒もおり，数

名は涙ぐみながら星野様へ感謝の気持ちを伝えて訪問が終了した。 

    〇 今回の訪問では生徒たちはアントレプレナーとして教員を辞めて

独立した星野様の挑戦と，学校という当たり前を疑ったという姿勢

に感銘を受け，「固定概念を疑うことが新しいビジネスを作るうえ

で大切」と感じており，最も身近な学校をビジネスとして展開した

お話を伺えたことで，よりビジネスの世界を身近に感じることがで

きた訪問であった。 
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② 社会マネジメント科２年生修学旅行における渋谷区企業訪問 

  日 時： 令和６年 11月 14日（木）13:00～15:00 

     場 所： 東急桜丘町ビル 

     訪問先： 東急株式会社 都市開発本部 渋谷開発事業部 開発計画グループ 

          総括担当 久我 匠 様  伊藤 由理香 様 

     参加者： 社会マネジメント科国際コース２年生 生徒６名 

     担 当： 高知商業高等学 校   教諭 中山 智之（※ 引率無し） 

概 要：〇 修学旅行の企業訪問の一環で，渋谷区からご紹介を受け，渋谷の

街づくりに取り組んでいる東急株式会社様にご訪問させていただく。 

〇 「いつ行っても何度行っても，何か楽しいコトがある街で，いつ

でも，誰でも楽しいコトを起こせる街」日本一訪れたい街づくりを

めざしている。外国から日本に訪れる人が増えるなかで，どうすれ

ば一人ひとりが充実した生活を送れるのかを考えながら，都市開発

を行っていることを学んだ。 

〇 生徒たちは，この訪問を通

じて「一番大切なことは，課題

を見つけて，課題を解決する

ための解決策を考えることが

重要である。」と気づき，これ

からの高校生活で取り組む，

プロジェクト活動に生かして

いきたいと考えている。 




